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顕著にあらわれる｡ また, エネルギー的に見れば, このように想定したクラスターの separationenergy
が小さいとき, クラスターの様相が強くあらわれることが予想される｡
このようなクラスター構造を複雑な核で吟味することは困難であるが, 非常に軽い核, たとえば 6Li-
9Be領域では resonatinggroupの方法などにより直接に計算を遂行して確めることも不可能ではない｡
しかし, これらの場合にも鬼大な計算を遂行しなければならない｡ 最近 Wildermuthのグループは この
方法により核子相互作用と反対称化を完全にとり入れた解析を進めているが, どうして原子核内にクラス
ターが形成されるかということを突きとめることはなかなか容易ではない｡
わが国でも, 理論, 実験の両面からこの問題にとりくんでいる多くの研究者があり, とくに, 池田清美
氏の 8Beに対する `くびれた平均場'の再現の研究など, この問題に対するきわだったアプローチが行な
われ, α 粒子がクラスターとして存在することに対する理論的基礎づけが緒について来たようである｡
申請者の立場は, クラスターを形成する可能性をもつ核のうち, 最も簡単な核 6Liについて, その基底
状態がα粒子と重水素核との結合 (α-d構造) として解いた場合, それが consistent に, すなわち,
結果においてもαとdの独立性がどこまで保証されるかというものである. この場合, α-dクラスター
系のことを調べようとする seperationenergyは 1.47MeVであって, これは重水素核の内部エネルギ
ーと殆んど同じであり, したがって, dクラスターは非常に弱い結合であるのでα-dクラスター間の相











いるが, 主論文ではさらに実際の核力を用いて相対運動を詳しくしらべている｡ その結果, クラスター間
の束縛エネルギーが小さく, 相対運動を記述する波動函数が longtailを もつことが示され, 従来 の
harmonicoscilator型の shorttailで簡単にクラスタ- を論じていたことが誤 りであることを指摘して
いる｡ また, 従来クラスター間の相互作用はスピンが0 であるか1/2であるかの場合に限って論じられて
いるが, この問題ではスピン1の場合であるため, ずっと複雑な計算を遂行している｡
さらに, 6Liの groundStateでは負の小 さな四極子能率をもつことと, elasticchargeformfactor
が mαnentum transferの大きいところでのふるまいが問題になり, 殻模型では説明されていない｡ これ
らの問題についても, その原因を, 6L i が totalorbitalangularmomemtum が S以外の状態を混合し
ていること, この混合は α-coreと他の2個の核子問のスピン依存力の強さと clusterがスピン1をもつ
ために生じる tensorcouplingforceの強さによって説明できることを示唆している｡
申請者は, 以上の推論を克明な計算に基づいて進め, 核子間力についても現在得られているすべての型
について計算を行ない, それらの結果を比較検討している｡ そのことから, 核子問相互作用として reali-
sticなものを用いることによって, 6Li の種々の特徴が却って説明しやすいということを示したことは注
目に催しよう｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
申請者の主論文は,6Liの核をα粒子と重水素核 (d)から構成されて いるというクラスター model
を, 従来の resonatinggroupの方法をさらに拡張し, まずクラスター問の相対運動をできるだけ正確に
解き, つぎにd クラスターの内部運動をしらべるという方法を用いて, 徹底的に検討 したものである｡ さ
らに, その際に用いる核力としては二体の核力として知られている realistic なものを用い, これらが核
子間の反対称化の効果と如何にからみ合ってクラスター的様相があらわれるかというクラスター形成の本
質に迫ろうとする試みである｡ この問題には, 鋭い物理的洞察力と, 非常に面倒な数値計算が必要である
が, 申請者は忍耐づよくこの問題を追求し, 論文内容の要旨に述べたように, クラスターの問題に多くの
点で新知見を加えている｡ 参考論文(2)は申請者がこの問題にとりくんだ最初の成果であるが, その後の
数年をその拡張と数値的解明に費し, 理論の現状で分析できるぎりぎりの線まで研究を推し進めたことは
高く評価されてよいと考える｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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